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4 年ぶりに榎戸春祭りを開催しました 
３
年
間
続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
も
、
神
明
社
で
行

わ
れ
た
元
旦
祭
、
祈
念
祭
で
の
皆
様
の
祈
願
が

神
様
に
届
い
た
の
か
、
令
和
５
年
に
な
る
と
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
感
染
対
策
が
見
直
さ
れ
、

行
動
制
限
等
の
緩
和
、
大
型
施
設
へ
の
入
場
制

限
や
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
制
限
も
無
く
な

り
、
各
地
で
春
祭
り
の
開
催
に
向
け
機
運
が
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。 

榎
戸
区
に
お
い
て
も
、
４
年
ぶ
り
に
春
祭
り

を
行
う
た
め
、
祭
礼
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、

開
催
に
向
け
準
備
を
進
め
ま
し
た
。
し
か
し
、

３
年
間
も
の
春
祭
り
の
中
止
で
、
私
を
始
め
区

の
役
員
は
、
春
祭
り
の
運
営
に
携
わ
っ
た
経
験

が
無
い
た
め
、
実
行
委
員
の
皆
様
の
記
憶
を
頼

り
に
手
探
り
で
の
準
備
と
な
り
ま
し
た
。  

以
前
の
春
祭
り
に
比
べ
、
不
十
分
な
点
は

多
々
在
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
協
議
員
や
区

関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
得
て
、
な
ん
と

か
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

伝
統
行
事
の
春
祭
り
を
次
に
繋
で
い
く
た
め

に
は
、
本
年
度
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
大
変
意

義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 

榎
戸
区
長 

伊
藤
憲
二 

mailto:enokido-ku@tac-net.ne.jp
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コラム① 

榎
戸
の
春
祭
り
で
行
わ
れ
る
飾
り

馬
の
奉
納
神
事
は
、
経
石
塔
と
密
接
な

関
わ
り
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
い
つ
頃
か
ら
ど
の
様
に
し
て
始
ま
っ

た
の
か
、
歴
史
資
料
か
ら
推
察
し
て
み

ま
し
ょ
う
。 

榎
戸
の
新
田
開
発 

 

万
治
元
年
（
１
６
５
８
年
）
の
江
戸
初

期
に
、
田
地
の
農
作
物
を
育
て
る
た
め

に
榎
戸
海
岸
の
鬼
ヶ
崎
に
新
田
（
現
在

の
新
田
町
）
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

は
西
風
が
強
く
広
い
砂
浜
か
ら
の
砂
土

が
多
く
田
が
埋
ま
る
た
め
に
、
松
苗
を

植
え
防
風
林
と
し
ま
し
た
。
現
在
の
蒲

池
漁
港
か
ら
榎
戸
漁
港
一
帯
に
わ
た
っ

て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。 

鬼
ヶ
崎
海
岸
の
新
田
で
は
、
暴
風
雨

の
高
潮
高
波
に
よ
り
護
岸
の
堤
防
が
幾

度
と
決
壊
し
て
村
民
を
困
ら
せ
て
い
ま

し
た
。
村
人
総
出
で
堤
防
を
守
ろ
う
と

し
ま
し
た
が
、
満
潮
時
の
海
水
に
襲
わ

れ
幾
人
も
の
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
村

人
た
ち
は
二
度
と
決
壊
し
な
い
よ
う

に
、
堤
防
の
復
旧
工
事
を
し
ま
し
た
が

止
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

堤
防
を
守
った
経
石
塔
と
お
祭
り 

 

安
永
５
年
（
１
７
７
６
年
）
、
犠
牲
に
な
っ
た

人
た
ち
の
菩
提
を
弔
い
、
ま
た
二
度
と
堤
防

が
切
れ
な
い
こ
と
を
祈
っ
て
、
龍
雲
寺
住
職
に

頼
み
、
大
乗
妙
典
の
経
文
を
一
石
に
一
字
ず

つ
心
願
こ
め
て
書
き
、
新
し
い
堤
防
に
埋
め
ま

し
た
。
そ
の
上
に
「
奉
書
写
法
華
経
塔
」
の
文

字
を
刻
ん
だ
経
石
塔
を
榎
戸
漁
港
の
北
付

近
に
建
て
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
堤
防
は
め
った

な
こ
と
で
決
壊
し
な
く
な
り
ま
し
た
。 

安
政
６
年
（
１
８
５
９
年
）
に
も
う
一
つ
の

経
石
塔
で
あ
る
「
大
乗
妙
典
一
字
一
石
塔
」

を
石
橋
家
の
北
西
・
海
岸
堤
防
越
え
砂
浜
付

近
に
建
立
し
ま
し
た
。 

 

経
石
塔
建
立
に
伴
っ
て
、
村
民
の
安
全
と

五
穀
豊
穣
を
祈
り
、
神
明
社
か
ら
出
た
神

馬
三
頭
が
海
岸
の
松
並
木
の
間
を
駆
け
抜
け

る
「
新
田
祭
り
」
（
春
祭
り
）
が
行
わ
れ
る
よ

う
に
な
った
の
で
す
。 

 

祭
り
は
安
永
５
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
正
確
な
資
料
は
見
当
た
り

ま
せ
ん
。 

経
石
塔
の
移
築 

 

経
石
塔
は
、
昭
和
28
年
４
月
に
榎
戸
漁
港
の
大
規
模
改
修
に
伴

い
、
榎
戸
漁
港
の
北
に
あ
っ
た
経
石
塔
を
墓
地
南
端
辺
り
（
旧
森
上

29
番
地
）
に
移
築
し
ま
し
た
。 

さ
ら
に
同
年
９
月
に
13
号
台
風
で
被
害
を
受
け
た
た
め
、
10
月
に

経
石
塔
二
基
合
わ
せ
て
、
現
在
の
墓
地
南
（
旧
ト
ヤ
ノ
ワ
ダ
）
に
移
転

奉
建
し
た
の
で
す
。 

移
築
の
詳
細
は
、
経
石
塔
と
と
も
に
「
経
石
塔
移
築
記
」
と
し
て
龍

雲
寺
悦
心
和
尚
に
よ
り
記
さ
れ
、
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
ま
す
。 

 

榎戸の経石塔 

経石塔と副碑/経石塔移築記 



3 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

  

 

コラム② 榎戸の春祭り 

榎
戸
の
春
祭
り 

 

榎
戸
の
春
祭
り
は
江
戸
時
代
に
経
石
塔
建
立
と
と
も

に
、
始
ま
った
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

祭
り
は
「
飾
り
馬
奉
納
神
事
」
で
あ
り
、
豪
華
な
馬
具
で
飾

っ
た
馬
を
神
社
に
奉
納
す
る
い
わ
ゆ
る
「
お
ま
ん
と
祭
り
」

（
馬
の
塔
、
御
馬
塔
な
ど
と
書
く
）
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
発

祥
は
熱
田
神
宮
へ
の
献
馬
で
あ
り
、
こ
れ
が
知
多
市
の
日
長

神
社
に
伝
わ
り
、
榎
戸
へ
と
伝
わ
った
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。 

昭
和
20
年
頃
の
榎
戸
の
春
祭
り
で
は
、
飾
り
馬
３
頭
に

御
幣
や
飾
り
花
を
標
具
鞍(

だ
し
く
ら)

に
乗
せ
た
も
の

で
、
「
ぼ
ん
ね
ん
馬
（
御
幣
馬
）
「
さ
く
ら
馬
（
桜
色
の
造
り

花
）
」
、
「
や
な
ぎ
馬
（
柳
の
花
）
」
か
ら
な
り
ま
す
。
こ
の
飾
り

馬
三
頭
と
お
囃
子
が
行
列
を
組
み
、
榎
戸
区
内
を
神
楽
演

奏
し
な
が
ら
練
り
歩
き
ま
す
。
当
時
は
「
若
連
中
」
（
若
衆

の
組
織
）
が
運
営
し
て
お
り
、
経
石
塔
前
の
榎
戸
海
岸
や
龍

雲
寺
通
り
を
駆
け
馬
し
て
、
奉
納
神
事
し
て
お
り
ま
し

た
。
恐
ら
く
江
戸
時
代
か
ら
、
こ
れ
と
似
た
形
態
の
お
祭

り
で
あ
った
も
の
と
推
察
さ
れ
ま
す
。 

 

飾
り
馬
奉
納
神
事
は
昭
和
34
年
（
１
９
５
９
年
）
の
伊

勢
湾
台
風
で
榎
戸
も
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
た
め
、
翌
年

か
ら
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
30
年
後
の
平
成
２

年
（
１
９
９
０
年
）
に
榎
戸
の
春
祭
り
で
あ
る
飾
り
馬
と
お

囃
子
の
行
列
は
復
活
し
て
現
在
に
至
って
い
ま
す
。 

（
コ
ラ
ム
①
②
執
筆 

広
報
部
会 

斎
田
富
兼
） 

 

昭和 30 年代の榎戸海岸駆け馬 現在の飾り馬行列 

 榎戸神明社の歴史と神事そして氏子総代の役割 

歴
史 榎

戸
神
明
社
の
建
築
記
録
は
正
保
３
年
（
１
６
４
６
年
）

と
記
載
が
あ
り
。
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
に
は
本
殿
造

営
。
昭
和
32
年
（
１
９
５
７
年
）
に
は
本
殿
両
側
の
津
島

社
、
八
幡
社
を
移
設
し
本
境
内
地
に
合
祀
。
以
降
、
現
在

に
至
る
。 

 

神
事 榎

戸
の
季
節
を
彩
る
神
事
（
元
旦
祭
、
祈
年
祭
、
ど
ん
ど

焼
き
、
春
の
大
祭
、
大
祓
式
、
田
植
奉
告
祭
、
津
島
社
祭
、

八
幡
社
祭
、
七
五
三
祈
祷
、
秋
の
大
祭
、
大
祓
い
式
）
が
行

わ
れ
、
榎
戸
の
住
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
、
祈
り
の
象
徴
と

し
て
、
ま
た
、
数
々
の
祭
り
の
舞
台
と
し
て
大
切
な
役
割
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。 

 

氏
子
総
代
の
役
割 

 

大
切
な
神
事
の
舞
台
で
あ
る
神
明
社
の
護
り
は
、
古
く
か

ら
榎
戸
の
住
民
に
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
氏
子

総
代
の
役
割
は
、
宮
司
（
神
職
）
を
補
佐
し
、
神
事
の
準
備
・

運
営
、
境
内
の
清
掃
管
理
な
ど
で
す
。 

榎
戸
の
歴
史
の
継
承
者
と
し
て
興
味
の
あ
る
方
（
年
齢
不

問
）
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
ご
参
加
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
見
学
も
歓
迎
し
ま
す
。 

（
執
筆 

広
報
部
会 

吉
田 

英
基
） 

【お
問
い
合
わ
せ
】 

榎
戸
神
明
社
、
又
は
榎
戸
区
長
ま
で
‼ 
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榎戸区の活動は公式ＳＮＳでご紹介しています 

フェイスブック 

https://www.facebook.com/enokidoku2022

 

 
インスタグラム 

https://www.instagram.com/enokidoku/ 

榎戸区ホームページ  http://www.tac-net.ne.jp/~enokido-ku/ 

    
令
和
５
年
度 

前
半
の
行
事 

１
月
１
日
・
３
日 

 

３
月
１
日 

 

４
月
１
日
・
２
日 

 

５
月
３
日 

 

５
月
１
４
日 

 

５
月
２
１
日 

 

６
月
１
０
日 

 

６
月
１
８
日 

 

７
月
８
日 

  

７
月
９
日 

 

元
旦
祭
、
祈
年
祭 

 

青
色
パ
ト
ロ
ー
ル
講
習
会 

 
春
の
祭
礼 

 

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
草
刈
り 

 

一
斉
清
掃 

 

防
災
施
設
点
検 

 

鬼
崎
中
学
校
草
刈
り 

 

海
岸
清
掃 

 

「
花
い
っぱ
い
ま
ち
づ
く
り
事
業
」 

榎
戸
駅
前
花
植
え
作
業 

 

提
灯
ま
つ
り 

スマホの使い方相談をお受けしています。榎戸のボランティアスタッフが担当なので無料です！ 

日時：毎月 第 2・第 3・第 4 水曜日 13 時～15 時  場所：榎戸コミュニティセンター 

青色パトロール 海岸清掃 榎戸駅前花植え作業 


